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(57)【要約】
【課題】    皮膚から容易に除去することができ、安価
に製造することができる、超音波診断又は超音波治療に
用いる外用組成物を提供する。
【解決手段】グリセリン、カルボキシメチルセルロース
ナトリウム及び水を含有することを特徴とする、超音波
照射用の外用組成物である。また、グリセリン１００重
量部に対し、カルボキシメチルセルロースナトリウム
２．５～６重量部と、水５７～１６０重量部と、の割合
で含有する、前記外用組成物である。さらに、グリセリ
ン３６～５１重量％と、カルボキシメチルセルロースナ
トリウム１～２重量％と、水４５～５９重量％と、の割
合で含有する、前記外用組成物である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】グリセリン、カルボキシメチルセルロース
ナトリウム及び水を含有することを特徴とする、超音波
照射用の外用組成物。
【請求項２】グリセリン１００重量部に対し、カルボキ
シメチルセルロースナトリウム２．５～６重量部と、水
５７～１６０重量部と、の割合で含有する、請求項１に
記載の外用組成物。
【請求項３】グリセリン３６～５１重量％と、カルボキ
シメチルセルロースナトリウム１～２重量％と、水４５
～５９重量％と、の割合で含有する、請求項１又は２に
記載の外用組成物。
【請求項４】超音波診断又は超音波治療に際し用いられ
るものである、請求項１乃至３のいずれかに記載の外用
組成物。
【請求項５】請求項１乃至４のいずれかに記載の外用組
成物の製造方法であって、グリセリンとカルボキシメチ
ルセルロースナトリウムとを混合し混合物を調製する第
１ステップと、該第１ステップにより調製された該混合
物に水を混合する第２ステップと、を有してなる、製造
方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、皮膚に塗布され皮
膚の外面から照射される超音波を該皮膚へ伝達させるた
めに用いられる外用組成物に関し、より詳細には、塗布
後、皮膚からの除去が容易であると共に廉価に製造でき
る該外用組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】超音波を皮膚に照射することで、非侵襲
的な診断や治療が行われている。即ち、超音波を皮膚に
照射し、体内に存する種々のものからの反射波を観測す
ることで体内の状態を診断したり、体内に存する筋肉等
を刺激等することで治療することが多用されている。こ
のような診断や治療をうまく行うには、超音波を発する
部分（以下、「発射部」という。）から発せられた超音
波をうまく皮膚に導き皮膚内部へ進入させることが重要
である。このため発射部と皮膚との間に液状やゲル状の
物質を介在させ、該間を埋めることが行われている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来か
ら用いられてきた前記液状やゲル状の物質は、皮膚に塗
布し診断や治療を行った後、皮膚から除去することが困
難であると共に、高価であるという問題があった。そこ
で、本発明では、皮膚から容易に除去することができ、
安価に製造することができる、超音波診断又は超音波治
療に用いる外用組成物を提供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】本発明者らは、上記課題
を解決すべく鋭意検討を重ねていたところ、比較的容易
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に入手できるグリセリン、カルボキシメチルセルロース
ナトリウム（カルメロースナトリウム）及び水を原料と
して製造することのできる組成物が、皮膚表面に塗布さ
れ皮膚表面と発射部との間を埋めることで発射部から発
せられた超音波をうまく皮膚に導くことができ、更に、
皮膚から容易に除去することができると共に安価に製造
することができることを見いだし、本発明を完成するに
至った。即ち、本発明は、グリセリン、カルボキシメチ
ルセルロースナトリウム（カルメロースナトリウム）及
び水を含有することを特徴とする、超音波照射用の外用
組成物（以下、「本組成物」という。）である。
【０００５】また、本組成物には、以下（１）乃至
（３）の態様が含まれる。
（１）グリセリン１００重量部に対し、カルボキシメチ
ルセルロースナトリウム２．５～６重量部と、水５７～
１６０重量部と、の割合で含有する、上記外用組成物。
（２）グリセリン３６～５１重量％と、カルボキシメチ
ルセルロースナトリウム１～２重量％と、水４５～５９
重量％と、の割合で含有する、上記外用組成物。
（３）超音波診断又は超音波治療に際し用いられるもの
である、上記外用組成物。
【０００６】そして、本発明は、本組成物の製造方法を
提供する。即ち、該製造方法は、グリセリンとカルボキ
シメチルセルロースナトリウムとを混合し混合物を調製
する第１ステップと、該第１ステップにより調製された
該混合物に水を混合する第２ステップと、を有してな
る、製造方法（以下、「本製造方法」という。）であ
る。
【０００７】
【発明の実施の形態】本組成物は、グリセリン、カルボ
キシメチルセルロースナトリウム及び水を含む。ここに
カルボキシメチルセルロースナトリウムは、カルメロー
スナトリウムとも呼ばれ、工業用糊剤、食品用安定化
剤、増粘剤、製剤用途としては賦形剤（懸濁剤、錠
剤）、そして医療用途としては膨張性下剤等として用い
られる。そして、本組成物の調製に用いられるカルボキ
シメチルセルロースナトリウムは、上記したような工業
用途、食品用途、製剤用途、医療用途等に使用されるも
のを特に制限なく広く用いることができるが、例えば、
丸石製薬株式会社の商品名「カルメロースナトリウム  
ＣＭＣ  Ｎａ」を一例として挙げることができる。な
お、カルボキシメチルセルロースナトリウムを用いるこ
とで、本組成物が均一な状態で適当な粘度を有するよう
に本組成物を調製することができる。
【０００８】本組成物は、グリセリン及びカルボキシメ
チルセルロースナトリウム、とりわけカルボキシメチル
セルロースナトリウムによって付与される粘性を有し、
このため、皮膚表面に比較的厚く塗布されることがで
き、皮膚表面と発射部との間をうまく埋めることで発射
部から発せられた超音波をうまく皮膚に導くことができ
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る。また、本組成物は、従来から用いられてきた前記液
状やゲル状の物質に比して、皮膚からふき取ることが容
易であることに加え、皮膚に擦り込むこともできるの
で、皮膚に塗布して使用した後の処置が極めて容易であ
る。このため従来から用いられてきた前記液状やゲル状
の物質を一度塗布された皮膚には、該物質をふき取った
後にも粘着テープ（例えば、医療用粘着テープ）を貼着
することが困難であったが（ふき取った後も前記液状や
ゲル状の物質が皮膚表面に残留する傾向が強かったの
で、粘着テープを貼着することができないことが多かっ
た。）、本組成物を塗布された皮膚であっても、本組成
物を簡単にふき取れば、その後、粘着テープを貼着する
ことができる。即ち、本組成物は、医療行為において多
用される粘着テープの使用を妨げないことから、医療行
為を円滑に行わしめる。
【０００９】また、本組成物の物性、特に粘性は、本組
成物を調製する際に用いるグリセリン、カルボキシメチ
ルセルロースナトリウム及び水の割合や、カルボキシメ
チルセルロースナトリウムの性状等によって調節するこ
とができる。まず、グリセリンに対するカルボキシメチ
ルセルロースナトリウム及び水の割合は、本組成物の使
用状態や使用目的に本組成物が適するように適宜調節さ
れてよく何ら限定されるものではないが、例えば、本組
成物を調製するのに用いられるカルボキシメチルセルロ
ースナトリウムとして一般的に広く市販されているもの
（例えば、丸石製薬株式会社の商品名「カルメロースナ
トリウム  ＣＭＣ  Ｎａ」）を用いた場合では、通常、
グリセリン１００重量部に対し、カルボキシメチルセル
ロースナトリウム２．５～６重量部と、水５７～１６０
重量部と、の割合で含有することが好ましい。
【００１０】上記した範囲に比して、グリセリンに対
し、カルボキシメチルセルロースナトリウムがあまり少
なすぎると本組成物の粘度が低くなって、本組成物を皮
膚表面に比較的厚く塗布することができず皮膚表面と発
射部との間をうまく埋めることできなくなる。逆に、グ
リセリンに対し、カルボキシメチルセルロースナトリウ
ムがあまり多すぎると本組成物の粘度が高くなって、本
組成物を皮膚表面にうまく塗布することができず皮膚表
面と発射部との間をうまく埋めることできなくなる。ま
た、グリセリンに対し、水があまり少なすぎるとカルボ
キシメチルセルロースナトリウムを溶解させることがで
きず、未溶解のカルボキシメチルセルロースナトリウム
が本組成物中に残留することに加え、本組成物の粘度を
十分高めることができないため本組成物を皮膚表面に比
較的厚く塗布することができず皮膚表面と発射部との間
をうまく埋めることできなくなる。逆に、グリセリンに
対し、水があまり多すぎると、本組成物の粘度が低くな
り本組成物を皮膚表面に比較的厚く塗布することができ
ず皮膚表面と発射部との間をうまく埋めることできなく
なる。
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【００１１】また、グリセリンに対するカルボキシメチ
ルセルロースナトリウム及び水の割合は、上記したよう
な点を一層うまく満足することからは、グリセリン１０
０重量部に対し、本組成物中のカルボキシメチルセルロ
ースナトリウムは、下限としてより好ましくは３重量部
以上、最も好ましくは３．５重量部以上、そして上限と
してより好ましくは５．５重量部以下、最も好ましくは
５重量部以下の割合である。そして、グリセリン１００
重量部に対し、本組成物中の水は、下限としてより好ま
しくは９０重量部以上、最も好ましくは１１０重量部以
上、そして上限としてより好ましくは１４０重量部以
下、最も好ましくは１３０重量部以下の割合で含まれる
（カルボキシメチルセルロースナトリウム及び水のいず
れの割合も、カルボキシメチルセルロースナトリウムと
して、一般的に広く市販されているもの（例えば、丸石
製薬株式会社の商品名「カルメロースナトリウム  ＣＭ
ＣＮａ」）を用いた場合である。）。従って、通常、グ
リセリンに対するカルボキシメチルセルロースナトリウ
ム及び水の割合は、好ましくはグリセリン１００重量部
に対し、カルボキシメチルセルロースナトリウム２．５
～６重量部と、水５７～１６０重量部と、の割合であ
り、より好ましくはグリセリン１００重量部に対し、カ
ルボキシメチルセルロースナトリウム３～５．５重量部
と、水９０～１４０重量部と、の割合であり、最も好ま
しくはグリセリン１００重量部に対し、カルボキシメチ
ルセルロースナトリウム３．５～５重量部と、水１１０
～１３０重量部と、の割合である。
【００１２】また、本組成物は、グリセリン、カルボキ
シメチルセルロースナトリウム及び水以外の物質を含む
ことができる。かかる物質としては、例えば、防腐剤、
香料及び着色料等を例示することができる。しかしなが
ら本組成物中のグリセリン、カルボキシメチルセルロー
スナトリウム及び水の含有割合は、本組成物が均一な状
態で適当な粘度を有するように調節されればよく特に制
限されるものではないが、通常、本組成物を調製するの
に用いられるカルボキシメチルセルロースナトリウムと
して一般的に広く市販されているもの（例えば、丸石製
薬株式会社の商品名「カルメロースナトリウム  ＣＭＣ
  Ｎａ」）を用いた場合では、グリセリンの含有量（本
組成物中の重量％）は、下限として、好ましくは３６重
量％以上、より好ましくは３９重量％以上、最も好まし
くは４２重量％以上、そして上限として好ましくは５１
重量％以下、より好ましくは４９重量％以下、最も好ま
しくは４７重量％以下、であり、カルボキシメチルセル
ロースナトリウムの含有量（本組成物中の重量％）は、
下限として、好ましくは１重量％以上、より好ましくは
１．２重量％以上、最も好ましくは１．４重量％以上、
そして上限として好ましくは２重量％以下、より好まし
くは１．９重量％以下、最も好ましくは１．８重量％以
下、であり、水の含有量（本組成物中の重量％）は、下
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限として、好ましくは４５重量％以上、より好ましくは
４７重量％以上、最も好ましくは５０重量％以上、そし
て上限として好ましくは５９重量％以下、より好ましく
は５８重量％以下、最も好ましくは５６重量％以下、で
ある。従って、通常、本組成物中のグリセリン、カルボ
キシメチルセルロースナトリウム及び水の含有割合は、
好ましくはグリセリン３６～５１重量％と、カルボキシ
メチルセルロースナトリウム１～２重量％と、水４５～
５９重量％と、の割合であり、より好ましくはグリセリ
ン３９～４９重量％と、カルボキシメチルセルロースナ
トリウム１．２～１．９重量％と、水４７～５８重量％
と、の割合であり、最も好ましくはグリセリン４２～４
７重量％と、カルボキシメチルセルロースナトリウム
１．４～１．８重量％と、水５０～５６重量％と、の割
合である。
【００１３】そして、本組成物は、グリセリン、カルボ
キシメチルセルロースナトリウム及び水を適宜混合する
ことによって製造されることができるが、次の本製造方
法に従って製造されてもよい。即ち、本製造方法は、グ
リセリンとカルボキシメチルセルロースナトリウムとを
混合し混合物を調製する第１ステップと、該第１ステッ
プにより調製された該混合物に水を混合する第２ステッ
プと、を有してなる、製造方法である。こうすることで
カルボキシメチルセルロースナトリウムが本組成物中に
うまく溶解し、均一かつ安定な状態の本組成物を調製す
ることができる。
【００１４】
【実施例】以下、本発明を具体的に説明するために、実
施例を挙げる。しかしながら、本発明は、かかる実施例
によって何ら制限されるものではない。
【００１５】略３００ミリリットル程度の円筒形の容器
（有底無蓋）に、グリセリン８０ｍｌ（密度ｄ＝約１．
２６ｇ／ｃｍ３）を室温にて注入する（グリセリン約１
０１ｇ）。次いで、グリセリンが注入された該容器に、
カルボキシメチルセルロースナトリウム（具体的には、
ここでは丸石製薬株式会社の商品名「カルメロースナト
リウム  ＣＭＣ  Ｎａ」を用いた。）３．７５ｇを投入
し、室温にて十分攪拌し混合物を調製した。以上が、グ
リセリンとカルボキシメチルセルロースナトリウムとを
混合し混合物を調製する、本製造方法の第１ステップを
構成する。
【００１６】上記のようにして調製された前記混合物
に、室温の水１２０ｍｌを加えて十分攪拌し、本組成物
を得た。この水を加えて混合する工程が、第１ステップ
により調製された前記混合物に水を混合する、本製造方
法の第２ステップを構成する。
【００１７】得られた本組成物は、どろっとした粘度の
高いもので、皮膚表面に比較的厚く塗布されることがで
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き、皮膚表面と発射部との間をうまく埋めることで発射
部から発せられた超音波をうまく皮膚に導くことができ
るものであった。本組成物を皮膚に比較的厚めに塗布
し、本組成物が塗布された皮膚に、超音波治療器の超音
波を発する部分（発射部）を押しつけて、超音波を発射
して超音波治療を行ったところ、従来から使用されてき
た前記液状やゲル状の物質（例えば、株式会社エルクコ
ーポレーションの商品名「ウルトラフォニックＣＧ」）
を用いて超音波治療を行ったのと同様の治療効果が得ら
れた。さらに、治療終了後、皮膚表面から本組成物をガ
ーゼによって軽くふき取り、次いで、皮膚表面に若干残
留した本組成物を皮膚に擦り込んだ。その後、本組成物
が塗布されていた皮膚に粘着テープを貼着したところ、
本組成物が塗布されなかった皮膚に貼着した粘着テープ
とほぼ同様の粘着力を有していた。
【００１８】以上説明したように、上記した本組成物
は、グリセリン、カルボキシメチルセルロースナトリウ
ム及び水を含有することを特徴とする、超音波照射用の
外用組成物である。そして、上記した本組成物は、グリ
セリン約１０１ｇ、カルボキシメチルセルロースナトリ
ウム３．７５ｇ及び水約１２０ｇを含んでいるので、グ
リセリン１００重量部に対し、カルボキシメチルセルロ
ースナトリウム３．７重量部と、水１１９重量部と、の
割合で含有する。そして、本組成物は、本組成物中、グ
リセリン４４．９重量％と、カルボキシメチルセルロー
スナトリウム１．７重量％と、水５３．４重量％と、の
割合で含有する。また、ここでは本組成物は、超音波治
療に際し用いた。加えて、本組成物は、グリセリンとカ
ルボキシメチルセルロースナトリウムとを混合し混合物
を調製する第１ステップと、該第１ステップにより調製
された該混合物に水を混合する第２ステップと、を有し
てなる、製造方法により製造されたものである。
【００１９】
【発明の効果】本発明の外用組成物は、従来から使用さ
れてきた超音波照射用の前記液状やゲル状の物質に比し
て、皮膚から容易に除去することができると共に、安価
に製造することができる。そして、本発明の外用組成物
は、従来から使用されてきた超音波照射用の前記液状や
ゲル状の物質と同様、皮膚表面と発射部との間をうまく
埋めることで発射部から発せられた超音波をうまく皮膚
に導くことができる。また、本組成物は、従来から使用
されてきた超音波照射用の前記液状やゲル状の物質に比
して、皮膚からふき取ることが容易であることに加え、
皮膚に擦り込むこともできるので、皮膚に塗布して使用
した後の処置が極めて容易である。このため本発明の外
用組成物を塗布した皮膚であっても、ふき取りや擦り込
みによって皮膚表面から本組成物を除去し、そこに粘着
テープを貼着することも可能である。
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